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1 「まさかに」の用字
「
ま
さ
か
に
」
の
用
字
鈴
木
丹
士
郎
一
前
稿（「『
ま
さ
か
に
』
考
―
馬
琴
の
読
本
を
中
心
と
し
て
―
」『
専
修
人
文
論
集
』
８６
号
―
二
〇
一
〇
・
三
。
以
下
「
前
稿
」
と
す
る
と
き
は
こ
の
論
文
を
さ
す
）
で
、
主
と
し
て
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
見
ら
れ
る
「
ま
さ
か
に
」
の
意
味
と
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
今
回
は
、
あ
ら
た
に
『
開
巻
驚
奇

客
伝
』
に
お
け
る
用
例
を
加
え
、
前
稿
の
考
察
を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
ま
さ
か
に
」
を
中
心
に
「
ま
さ
か
」
を
も
含
め
、
そ
れ
ら
の
用
字
（
漢
字
表
記
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
お
お
ま
か
で
は
あ
る
が
、
明
治
期
以
降
の
用
字
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
二
前
稿
で「『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
い
て
「
ま
さ
か
に
（
正
可
）」
と
い
う
語
が
第
六
輯
巻
一
（
文
政
一
〇
年
―
一
八
二
七
）
あ
た
2り
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。」
と
述
べ
た
。
第
六
輯
巻
一
・
五
二
回
の
例
は
す
で
に
前
稿
に
引
い
た
が
（
７９
ペ
ー
ジ
）、
こ
の
例
は
、
つ
か
れ
う
ま
ゐ
さ
だ
疲
労
て
実
に
熟
睡
し
た
り
、
と
ま
さ
か
に
思
ひ
定
め
け
ん
。
と
あ
り
、
漢
字
を
と
も
な
わ
ず
仮
名
で
「
ま
さ
か
に
」
と
あ
る
。
同
様
の
仮
名
書
き
の
例
は
第
六
輯
巻
五
上
・
五
九
回
に
、
か
ら
は
っ
む
か
ひ
せ
き
も
ん
こ
れ
せ
い
も
ん
か
く
て
こ
の
天
工
奇
絶
の
石
橋
を
、
辛
く
し
て
渡
り
果
れ
ば
、
前
面
に
自
然
の
石
門
あ
り
。
是
第
一
の
正
門
か
。
ま
さ
か
に
し
て
東
に
向
へ
り
。
と
あ
る
。
五
九
回
の
刊
行
年
は
文
政
一
〇
年
で
あ
る
。「
ま
さ
か
に
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
二
例
で
あ
り
、
文
政
一
〇
年
以
降
現
れ
る
例
は
漢
字
「
正
可
」
を
と
も
な
い
、
さ
き
や
っ
が
れ
か
は
や
い
づ
ま
さ
か
ぬ
す
び
と
こ
れ
こ
や
つ
嚮
に
小
可
が
、
厠
よ
り
出
る
折
、
正
可
に
見
た
る
盗
児
は
、
是
這
奴
に
て
候
。（
八
輯
巻
六
・
八
五
回
）
の
よ
う
に
「
正
可
に
」
の
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
る
。
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
は
文
化
一
一
年
―
一
八
一
四
に
肇
輯
巻
一
〜
巻
五
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
文
政
六
年
―
一
八
二
三
（
五
輯
巻
一
〜
巻
五
）
ま
で
は
「
ま
さ
か
に
」
と
い
う
語
自
体
が
現
れ
ず
、
文
政
一
〇
年
刊
行
の
六
輯
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ま
さ
か
に
」
が
漢
字
「
正
可
」
を
と
も
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
天
保
三
年
―
一
八
三
二
刊
行
の
八
輯
以
降
で
あ
る
。「
正
可
に
」
の
出
現
状
況
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
実
際
の
用
例
は
前
稿
に
譲
り
、
省
略
に
し
た
が
っ
た
。
八
輯
巻
一
・
七
五
回
、
巻
二
・
七
六
回
（
二
例
）、
巻
三
・
七
八
回
（
二
例
）
七
九
回
、
巻
四
上
套
・
八
〇
回
―
天
保
三
年
―
一
八
三
二
八
輯
巻
五
・
八
三
回
、
巻
六
・
八
五
回
―
天
保
四
年
―
一
八
三
三
九
輯
巻
五
・
一
〇
一
回
一
〇
二
回
―
天
保
六
年
―
一
八
三
五
3 「まさかに」の用字
九
輯
巻
九
・
一
〇
九
回
、
巻
一
二
・
一
一
四
回
（
三
例
）、
巻
一
二
下
・
一
一
五
回
（
二
例
）
―
天
保
七
年
―
一
八
三
六
九
輯
巻
一
五
・
一
一
八
回
一
一
九
回
、
巻
一
六
・
一
二
一
回
（
二
例
）
―
天
保
八
年
―
一
八
三
七
九
輯
巻
一
九
・
一
二
七
回
、
巻
二
〇
・
一
二
九
回
、
巻
二
三
・
一
三
四
回
―
天
保
九
年
―
一
八
三
八
九
輯
巻
二
八
・
一
四
四
回
―
天
保
一
〇
年
―
一
八
三
九
九
輯
巻
二
九
・
一
四
六
回
一
四
七
回
、
巻
三
一
・
一
五
〇
回
一
五
一
回
、
巻
三
五
・
一
五
九
回
―
天
保
一
一
年
―
一
八
四
〇九
輯
巻
三
八
・
一
六
五
回
、
巻
四
一
・
一
六
八
回
、
巻
四
二
上
・
一
七
〇
回
―
天
保
一
二
年
―
一
八
四
一
九
輯
巻
五
〇
・
一
八
〇
回
上
、
巻
五
二
・
一
八
〇
勝
回
中
、
巻
五
三
上
・
一
八
〇
勝
回
下
―
天
保
一
三
年
―
一
八
四
二
合
計
三
六
例
三
次
に
、
今
回
の
調
査
対
象
に
加
え
た
馬
琴
の
読
本
『
開
巻
驚
奇

客
伝
（
１
）
』
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
作
品
の
構
成
は
、
第
一
集
巻
一
〜
巻
五
天
保
三
年
―
一
八
三
二
刊
第
二
集
巻
一
〜
巻
五
天
保
四
年
―
一
八
三
三
刊
第
三
集
巻
一
〜
巻
五
天
保
五
年
―
一
八
三
四
刊
第
四
集
巻
一
〜
巻
五
天
保
六
年
―
一
八
三
五
刊
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
第
五
集
（
嘉
永
二
年
―
一
八
四
九
刊
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
馬
琴
で
な
く
、
蒜
園
主
人
（
萩
原
広
道
）
の
作
で
あ
る
の
で
調
査
対
象
に
入
れ
な
か
っ
た
。
4ま
さ
『
開
巻
驚
奇

客
伝
』
に
も
「
ま
さ
か
に
」
が
み
と
め
ら
れ
、
二
〇
例
を
数
え
る
。
そ
の
う
ち
三
例
が
い
ず
れ
も
「
正
か
に
」
の
か
た
ち
で
第
一
集
に
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。
あ
と
の
一
七
例
は
い
ず
れ
も
漢
字
表
記
「
正
可
」
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
第
二
集
に
五
例
、
第
三
集
に
六
例
、
第
四
集
に
六
例
み
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
前
稿
と
同
様
に
「
正
か
に
」「
正
可
に
」
の
用
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
分
野
の
語
に
か
か
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

〈
見
る
認
む
〉
な
ど
、
視
覚
に
関
す
る
語
に
か
か
る
場
合
。
六
例
ひ
や
く
く
わ
ん
ぜ
ん
ご
れ
い
じ
ん
が
く
そ
う
か
し
こ
せ
ん
ぎ
よ
な
そ
の
か
み
じ
じ
ゆ
う
た
ゞ
ふ
さ
み
や
こ
む
さ
う
は
う
し
百
官
前
後
に
従
ひ
ま
つ
り
、
伶
人
は
楽
を
奏
し
て
、
那
里
へ
遷
御
做
し
ま
ゐ
ら
せ
し
を
、
当
時
侍
従
忠
房
と
、
京
師
の
夢
想
法
師
ま
さ
か
の
夢
に
、
正
可
に
見
つ
る
こ
と
あ
り
け
り
。（
二
集
二
・
一
四
回
）
わ
ぬ
し
ま
さ
か
と
り
て
た
い
せ
い
ち
か
づ
き
和
主
正
可
に
見
て
来
ぬ
る
、
緝
捕
の
大
勢
近
着
た
ら
ん
に
（
三
集
四
・
二
七
回
）
み
だ
り
あ
り
さ
ま
ま
さ
か
み
と
お
か
婬
が
は
し
き
光
景
を
、
正
可
に
認
め
候
ひ
し
か
ば
、
う
ち
も
措
れ
ず
（
四
集
五
・
四
〇
回
）
さ
き
ま
さ
か
こ
れ
か
れ
ふ
た
り
し
の
び
い
り
み
と
め
あ
ひ
て
を
か
く
嚮
に
正
可
に
甲
乙
二
名
、
悄
入
た
る
を
認
た
り
し
に
、
敵
手
の
在
ら
ず
な
り
た
る
は
、
躱
せ
し
に
も
や
候
は
ん
。（
四
集
五
・
四
〇
回
）

〈
聞
く
聞
ゆ
〉
と
い
う
聴
覚
に
関
す
る
語
に
か
か
る
場
合
。
五
例
こ
ろ
く
な
き
が
ら
た
づ
ね
え
な
ゆ
ぎ
や
う
じ
ほ
う
む
り
こ
と
て
い
た
ら
く
こ
う
だ
ん
が
い
せ
つ
ま
さ
き
こ
小
六
が
亡
骸
を
索
得
た
り
と
い
ひ
做
し
て
、
遊
行
寺
へ
安
葬
た
る
、
そ
の
縡
の
為
体
、
チ
マ
タ
ノ
ウ
ハ
サ
巷
談
街
説
異
同
な
く
既
に
正
か
に
聞
え
し
か
ば
、
心
安
し
と
思
ひ
つ
ゝ
（
一
集
五
・
一
〇
回
）
ぎ
や
く
ぞ
く
よ
し
み
つ
ま
さ
か
き
声
高
や
か
に
、
逆
賊
義
満
正
可
に
听
け
。（
三
集
二
・
二
三
回
）
ひ
る
ゆ
さ
ゆ
き
と
も
ぶ
れ
ま
さ
か
き
ゝ
午
牌
よ
り
遊
佐
へ
邁
給
ふ
と
い
ふ
、
伴
徇
の
声
せ
し
を
、
正
可
に
听
て
候
ひ
き
。（
四
集
三
・
三
五
回
）
み
し

存
在
の
認
識
や
内
容
・
情
況
の
把
握
な
ど
を
表
す
〈
知
る
認
る
〉
と
い
う
語
に
か
か
る
場
合
。
二
例
ふ
ち
あ
ん
な
い
よ
み
ち
ま
よ
お
く
く
や
と
は
ま
さ
不
知
案
内
の
く
ら
き
夜
行
に
、
迷
ひ
や
す
ら
ん
と
あ
や
ぶ
み
て
、
事
に
後
れ
し
悔
し
さ
よ
、
と
ば
か
り
に
し
て
問
ず
も
あ
ら
ば
、
正
か
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に
知
る
よ
し
な
か
る
べ
し
。（
一
集
二
・
三
回
）
わ
ぬ
し
わ
れ
ま
さ
か
み
し
い
ぶ
か
和
主
は
亦
い
か
に
し
て
、
俺
を
正
可
に
認
り
た
る
、
こ
も
不
審
し
き
こ
と
に
こ
そ
（
二
集
一
・
一
一
回
）

言
葉
で
表
し
た
り
、
物
事
の
よ
し
あ
し
の
判
断
を
求
め
る
な
ど
を
表
す
〈
言
ふ
密
訴
す
〉
と
い
う
語
に
か
か
る
場
合
。
四
例
も
つ
く
わ
ん
じ
ゅ
う
る
い
お
ひ
は
な
こ
と
し
か
ま
さ
か
遂
に
所
領
を
没
官
せ
ら
れ
て
、
妻
子
な
ら
び
に
従
類
を
追
放
さ
れ
し
、
縡
恁
々
と
正
可
に
い
ふ
も
の
多
か
り
き
。（
二
集
五
・
一
九
回
）
く
す
の
き
ど
の
よ
る
い
こ
ま
ひ
め
よ
び
な
し
ば
か
り
ま
さ
か
楠
殿
の
余
類
に
て
、
姑
摩
姫
と
か
喚
做
た
る
、
二
八
可
の
美
女
な
り
、
と
正
可
に
い
ふ
も
の
候
ひ
き
。（
三
集
三
・
二
五
回
）
な
だ
ゝ
も
が
り
こ
つ
ち
や
う
ひ
と
や
こ
え
ま
さ
か
み
つ
そ
名
高
る
騙
賊
の
猾
張
に
て
、
人
を
殺
し
、
牢
を
越
た
る
旧
悪
多
き
も
の
也
、
と
正
可
に
密
訴
し
た
り
し
か
ば（
四
集
五
・
四
〇
回
）

確
信
に
満
ち
た
判
断
を
表
す
〈
助
動
詞
「
な
り
」〉
に
か
か
る
場
合
。
一
例
あ
れ
ま
さ
か
み
や
こ
わ
が
か
た
む
け
と
り
て
他
は
正
可
に
京
師
よ
り
、
我
方
ざ
ま
に
向
ら
る
ゝ
、
緝
捕
の
大
将
士
卒
に
こ
そ
、
と
思
へ
ば
（
三
集
四
・
二
七
回
）

そ
の
他
二
例
さ
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ろ
し
め
み
く
ら
ゐ
い
と
ま
さ
か
み
く
さ
く
に
の
う
ち
く
ま
お
さ
め
然
し
も
十
善
の
君
と
し
て
、
天
日
嗣
知
召
す
、
御
位
の
最
も
正
可
に
、
三
種
の
神
器
を
伝
へ
給
ひ
て
、
六
合
曲
も
な
く
、
治
さ
せ
給
ひ
ぬ
る
（
二
集
二
・
一
四
回
）
し
お
ん
い
た
ゞ
ま
さ
か
お
ん
で
き
よ
し
み
つ
た
ふ
師
恩
を
戴
き
て
、
正
可
に
怨
敵
義
満
を
射
て
仆
し
た
り
け
れ
ど
も
（
三
集
二
・
二
四
回
）
以
上
の
よ
う
に
『
開
巻
驚
奇

客
伝
』
に
見
ら
れ
る
「
正
か
に
」「
正
可
に
」
の
意
味
・
用
法
も
前
稿
の
結
果
と
特
に
異
な
る
点
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
四
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
け
る
「
正
可
に
」
の
出
現
傾
向
は
二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
た
【
表
１
】
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
全
体
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
分
散
的
分
布
で
な
く
、
あ
る
輯
・
巻
に
集
中
・
偏
り
を
見
せ
る
偏
在
的
分
布
を
呈
し
て
い
る
。
6「
ま
さ
か
に
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
以
降
の
用
字
の
多
様
さ
な
ど
か
ら
見
て
、
他
の
漢
字
を
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、「
正
可
に
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
他
の
語
の
表
記
の
影
響
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
語
と
い
う
の
は
「
に
は
か
に
」
で
あ
る
。「
に
は
か
に
」
は
「
ま
さ
か
に
」
と
同
様
に
副
詞
の
は
た
ら
き
を
し
、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
だ
け
で
も
約
二
六
〇
例
ほ
ど
み
と
め
ら
れ
る
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
に
は
か
に
」
の
表
記
の
う
ち
の
一
つ
が
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
で
は
「
に
は
か
に
」
の
表
記
と
し
て
、
猛
可
に
猛
に
暴
に
俄
頃
に
の
四
種
類
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
現
れ
方
は
同
じ
傾
向
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
俄
頃
に
」
は
肇
輯
（
文
化
一
一
年
―
一
八
一
四
）
か
ら
四
輯
（
文
政
三
年
―
一
八
二
〇
）
の
、
い
わ
ば
前
半
に
集
中
し
、「
猛
に
」
は
偏
在
せ
ず
、
全
体
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
「
猛
可
に
」
は
、
に
は
か
い
た
み
お
ぼ
え
眼
中
猛
可
に
疼
痛
を
覚
て
（
八
輯
巻
一
・
七
五
回
）
に
は
か
い
だ
も
の
ぬ
ら
折
か
ら
猛
可
に
降
る
雨
に
、
出
せ
し
東
西
を
濡
さ
じ
と
て
（
八
輯
巻
五
・
八
三
回
）
の
よ
う
に
、
八
輯
巻
一
か
ら
最
後
の
九
輯
巻
五
三
ま
で
の
間
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（【
表
１
】
参
照
。
表
中
の
語
の
数
字
は
頻
度
を
示
す
。
表
２
〜
４
に
つ
い
て
も
同
様
）。
と
こ
ろ
で
、「
猛
可
に
」
の
「
猛
」
は
、
近
世
中
国
語
で
、
に
わ
か
に
、
突
然
、
の
意
で
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
唐
話
辞
書
の
類
を
見
る
と
、
猛
タ
チ
マ
チ
フ
ト
ナ
リ
（
画引
小
説
字
彙
（
２
）
）
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モ
ン猛
タ
チ
マ
チ
フ
ト
也
猛
可
地
ト
モ
ア
リ
（
忠
義
水
滸
伝
解
（
３
）
）
の
よ
う
に
あ
る
。
ま
た
「
猛
可
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
可
」
は
接
尾
語
で
、
そ
の
前
に
位
置
す
る
語
が
副
詞
（
連
用
修
飾
語
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
は
た
ら
き
を
す
る
。『
小
説
詞
語
匯
釈
』
に
は
、
猛
可
突
然
。
と
あ
り
、『
水
滸
伝
』（
七
回
）、『
拍
案
驚
奇
』（
一
回
）の
例
が
あ
げ
て
あ
る
。『
忠
義
水
滸
伝
抄
訳
（
４
）
』
に
は
『
水
滸
伝
』
一
七
回
に
見
ら
れ
る
、
猛
可
醒
悟
、
曵
住
了
脚
の
「
猛
可
醒
悟
」
を
「
フ
ト
気
ガ
ツ
イ
タ
ト
云
事
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。『南
総
里
見
八
犬
伝
』
以
外
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
さ
か
『
開
巻
驚
奇

客
伝
』
で
は
「
正
に
」
が
見
ら
れ
る
一
集
に
も
、
ま
た
「
正
可
に
」
が
見
ら
れ
る
二
集
〜
四
集
に
も
「
猛
に
」（
一
九
例
）
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
猛
可
に
」（
四
六
例
）
が
こ
れ
を
ニハカニ
俄
頃
に
１
４
８
９
２２
２５７
暴
に
２
１
２
１
１
２
２
１１
猛
に
８
３
４
６
８
１
１
１
４
６
３
２
１
３
５１
猛
可
に
１１
６
２７
２４
１６
１９
１６
１９
２１
１４
１７３
マサカ
将
有
１
１
６
緊
要
１
１
要
緊
１
１
１
１
４
マサカニ
ま
さ
か
に
２
２
３８
正
可
に
７
２
２
６
４
３
１
５
３
３
３６
『南総里見八犬伝』
輯巻数・刊行年
文化１１（１８１４）
文化１３（１８１６）
文政２（１８１９）
文政３（１８２０）
文政６（１８２３）
文政１０（１８２７）
文政１１（１８２８）
天保元（１８３０）
天保３（１８３２）
天保４（１８３３）
天保６（１８３５）
天保７（１８３６）
天保８（１８３７）
天保９（１８３８）
天保１０（１８３９）
天保１１（１８４０）
天保１２（１８４１）
天保１３（１８４２）
合 計
１．１～５
２．１～５
３．１～５
４．１～５
５．１～５
６．１～５
７．１～４
７．５～７
８．１～４
８．５～８
９．１～６
９．７～１２
９．１３～１８
９．１９～２３
９．２４～２８
９．２９～３５
９．３６～４５
９．４６～５３
表１
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ま
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る（【
表
２
】
参
照
）。
『
近
世
説
美
少
年
録
』
は
「
正
か
に
」
が
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、「
に
は
か
に
」
は
「
猛
に
」（
四
二
例
）
の
方
が
「
猛
可
に
」（
五
例
）
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
る（【
表
３
】
参
照
）。
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
で
は
「
正
可
に
」
が
全
体
で
八
例
、「
に
は
か
に
」
は
「
猛
可
に
」（
三
五
例
）
が
「
猛
に
」（
五
例
）
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
、『
近
世
説
美
少
年
録
』
と
は
対
照
的
で
あ
る（【
表
４
】
参
照
）。
い
ま
ま
で
見
て
き
た
馬
琴
の
読
本
、
特
に
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
い
て
き
わ
だ
っ
て
い
る
が
、「
正
可
に
」
の
出
現
の
状
況
は
「
猛
可
に
」
の
そ
れ
と
符
合
し
て
い
る
こ
と
が
【
表
１
】
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
な
く
、「
に
は
か
に
」
の
「
猛
可
に
」
の
表
記
に
惹
れ
て
「
正
」
に
「
可
」
を
添
え
て
生
じ
た
の
が
「
正
可
に
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
五
ま
た
、
馬
琴
の
読
本
に
あ
っ
て
は
「
ま
さ
か
に
」
が
ほ
と
ん
ど
「
正
可
に
」
の
漢
字
表
記
を
と
る
の
に
対
し
て
、「
ま
さ
か
」
の
場
合
は
「
正
可
に
」
と
異
な
る
漢
字
表
記
、
と
い
う
よ
り
は
漢
語
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ま
さ
か
」
が
「
ま
さ
か
に
」
と
意
味
が
異
な
る
こ
と
を
明
確
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
対
応
の
漢
語
も
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。

「
ま
さ
か
」
が
振
り
仮
名
と
し
て
「
要
緊
」
と
対
応
し
て
い
る
場
合
。
そ
こ
ゐ
ぢ
を
ば
き
げ
ん
ま
さ
か
と
き
お
ひ
や
底
意
地
わ
ろ
き
伯
母
御
夫
婦
の
、
機
嫌
を
と
る
こ
と
八
九
年
、
要
緊
の
時
に
は
追
遣
ら
れ
て
（
八
犬
伝
・
三
輯
二
七
回
）
ま
さ
か
を
り
い
ち
に
ん
た
の
要
緊
の
時
に
は
い
か
に
し
て
、
一
人
也
と
も
憑
む
に
足
る
べ
き
。（
同
、
九
輯
一
〇
〇
回
）
き
た
ば
た
け
お
や
こ
は
ら
か
ら
も
り
な
が
し
ん
わ
う
ぶ
こ
う
ま
さ
か
を
り
そ
を
大
将
に
な
さ
れ
し
か
ど
も
、
北
畠
父
子
弟
兄
と
、
護
良
親
王
を
除
き
て
は
、
是
ぞ
と
い
は
ん
武
功
も
あ
ら
ず
、
要
緊
の
折
に
ら
う
ば
い
あ
し
で
ま
と
ひ
は
狼
狽
し
て
、
手
足
縁
に
な
り
し
の
み
。（
開
巻
驚
奇

客
伝
・
三
集
二
二
回
）
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ニハカニ
卒
に
１
１
６７
暴
に
１
１
猛
に
９
１
３
６
１９
猛
可
に
１０
７
１３
１６
４６
マサカ
緊
要
１
１
３
要
緊
１
１
２
マサカニ
正
に
３
３
２０
正
可
に
５
６
６
１７
『開巻驚奇客伝』
集巻数・刊行年
天保３（１８３２）
天保４（１８３３）
天保５（１８３４）
天保６（１８３５）
合計
１．１～５
２．１～５
３．１～５
４．１～５
表２
ニハカニ
暴
に
１
１
４８
猛
に
１４
１６
１２
４２
猛
可
に
５
５
マサカニ
正
か
に
１
１
『近世説美少年録』
輯巻数・刊行年
文政１２（１８２９）
天保元（１８３０）
天保３（１８３２）
合計
１．１～５
２．１～５
３．１～５
表３
ニハカニ
俄
頃
に
１
１
４２
暴
に
１
１
猛
に
５
５
猛
可
に
１６
９
３
７
３５
マサカ
正
可
２
２
マサカニ
正
可
に
１
２
２
３
８
『新局玉石童子訓』
版巻数・刊行年
弘化２（１８４５）
弘化３（１８４６）
弘化４（１８４７）
嘉永元（１８４８）
合計
１．１～３上
２．３下～５下
３．１１～１５
４．１６～２０
５．２１～２５
６．２６～３０
表４
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ま
た
、『
青
砥
藤
綱
摸
稜
案
』（
文
化
九
年
―
一
八
一
二
刊
）
に
も
、
こ
も
も
や
の
ぶ
せ
り
や
と
ま
さ
か
と
き
か
た
う
ど
菰
平
靄
平
と
い
ふ
野
伏
を
雇
ひ
つ
ゝ
、
要
緊
の
時
の
方
人
に
し
た
り
し
か
ば
（
後
集
・
四
）
と
あ
る
例
を
見
出
し
て
い
る
。

「
ま
さ
か
」
が
振
り
仮
名
と
し
て
「
緊
要
」
と
対
応
し
て
い
る
場
合
。
ま
さ
か
と
き
や
ま
は
や
し
で
や
く
わ
ん
ゆ
で
だ
こ
ま
あ
か
緊
要
の
時
に
は
山
林
に
、
手
も
足
も
出
ぬ
薬
鑵
の
湯
煮
章
魚
、
真
赤
に
な
り
て
も
恥
知
ら
ず
（
八
犬
伝
・
四
輯
三
五
回
）
ま
さ
か
を
り
ろ
よ
う
ま
た
の
が
あ
し
し
ろ
緊
要
の
折
の
盤
纏
に
も
、
亦
身
を
脱
る
ゝ
楷
梯
に
も
、
せ
ば
や
と
お
も
へ
ば
（
開
巻
驚
奇

客
伝
・
四
集
三
一
回
）
ま
さ
か
ま
さ
か

の
「
要
緊
」
は
あ
げ
た
例
も
含
め
七
例
と
も
「
〜
の
時
・
折
」
で
あ
り
、

の
「
緊
要
」
も
同
様
で
あ
る（【
表
１
】【
表
２
】
参
照
）。
さ
し
迫
っ
て
い
て
重
要
な
さ
ま
、
予
期
し
な
い
非
常
な
事
態
に
直
面
す
る
こ
と
、
の
意
の
場
合
の
「
ま
さ
か
の
時
・
折
」
に
は
「
要
緊
」
な
い
し
は
「
緊
要
」
の
漢
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、「
ま
さ
か
」
の
意
味
の
特
定
を
図
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
九
輯
一
一
八
回
に
は
、
ま
さ
か
を
り
よ
う
い
あ
ち
こ
ち
さ
ぐ
り
か
ね
ふ
と
こ
ろ
を
さ
よ
み
ち
将
有
の
折
の
准
備
に
な
ん
、
那
這
と
な
く
撈
あ
つ
め
て
、
十
両
金
を
懐
へ
、
斂
め
て
来
ぬ
る
夜
行
に
侍
れ
ば
の
よ
う
な
「
将
有
」
が
み
と
め
ら
れ
る
。「
将
」
は
副
詞
で
、
ま
さ
に
…
す
、
の
意
で
あ
り
、
動
詞
の
前
に
位
置
す
る
が
、
漢
文
の
句
法
と
し
て
は
「
将
レ
有
」
で
あ
っ
て〈「
ま
さ
に
（
事
）
有
ら
ん
と
す
る
」
折
〉
の
よ
う
な
再
読
文
字
と
し
て
訓
読
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
意
味
と
し
て
は
「
要
緊
」「
緊
要
」
と
同
じ
で
あ
る
の
で
「
ま
さ
か
」
の
意
味
を
「
将
有
」
の
か
た
ち
で
示
そ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
（
９４
ペ
ー
ジ
）『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
の
用
例
、
な
う
わ
が
こ
ゝ
ち
ま
さ
か
な
か
喃
我
せ
、
心
地
正
可
に
做
り
給
ひ
し
歟
（
三
版
・
四
三
回
）
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な
が
は
し
き
さ
ふ
ね
ぬ
し
こ
ゝ
ち
ま
さ
か
か
や
よ
や
長
橋
象
船
主
、
心
地
正
可
に
な
り
た
る
歟
（
四
版
・
四
七
回
）
に
見
ら
れ
る
「
正
可
に
な
（
做
）
り
」
は
、「
心
地
」
が
、
正
可
（
名
詞
）
―
に
（
助
詞
）
―
な
る
（
動
詞
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
失
神
や
気
絶
か
ら
通
常
の
意
識
・
感
覚
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
例
で
い
え
ば
、
お
気
が
付
か
れ
ま
し
た
か
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
る
。
副
詞
と
し
て
の
「
正
可
に
」（
確
か
、
し
っ
か
り
）
と
意
味
の
上
で
は
続
い
て
い
る
こ
と
が
「
正
可
」
で
表
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
六
前
稿
で
は
「
ま
さ
か
」「
ま
さ
か
に
」
に
つ
い
て
近
現
代
の
作
物
、
特
に
文
学
作
品
か
ら
の
用
例
も
示
し
た
。
し
か
し
、
意
味
や
用
法
の
考
察
を
中
心
と
し
、
気
に
な
り
な
が
ら
も
「
ま
さ
か
」「
ま
さ
か
に
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
章
で
は
こ
れ
ら
の
語
の
用
字
（
漢
字
表
記
）
に
つ
い
て
若
干
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。「
ま
さ
か
に
」
は
「
ま
さ
か
」
と
と
も
に
同
一
漢
字
の
中
で
扱
い
、
ま
た
仮
名
表
記
だ
け
の
場
合
は
除
く
こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
次
に
示
す
よ
う
な
表
記
形
態
は
当
該
語
の
表
記
全
体
の
一
環
と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
場
合
に
限
る
こ
と
に
し
た
。
◎
◎
◎
◎
さ
れ
ば
民
間
に
流
布
せ
る
風
説
に
し
て
マ
サ
カ
に
と
思
ひ
て
始
に
信
を
置
か
ざ
り
し
こ
と
往
々
却
て
其
実
に
て
あ
り
け
る
は
、
枚
挙
す
る
に
遑
あ
ら
ざ
り
き
。（
福
地
桜
痴
、
懐
往
事
談
・
一
五
◎
印
は
依
拠
し
た
本
文
に
あ
る
通
り
）
さ
て
、
近
年
「
日
本
語
と
し
て
の
漢
字
」
を
知
る
た
め
の
辞
典
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
に
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』（
編
者
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
九
月
発
行
）
が
あ
る
。
こ
の
辞
典
は
「
従
来
の
漢
文
を
読
む
た
め
の
漢
和
辞
典
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
通
常
の
日
本
語
の
様
々
な
異
表
記
、
異
体
字
、
熟
字
訓
な
ど
を
積
極
的
に
収
録
し
た
」（「
凡
例
」）
も
の
で
、「
日
本
の
近
代
、
現
代
文
学
12
か
ら
漢
字
使
用
の
用
例
を
と
っ
て
い
る（「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」）
点
等
々
、
い
ろ
い
ろ
特
色
の
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
辞
典
に
は
熟
語
索
引
が
あ
り
、「
ま
さ
か
」
に
は
四
種
類
の
漢
字
表
記
が
次
の
よ
う
に
示
し
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
原
則
と
し
て
「
…
と
も
書
く
。」
と
別
表
記
が
あ
げ
て
あ
る
。
有
正
可
真
逆
豈
夫
単
字
「
豈
」
に
も
「
ま
さ
か
」
の
読
み
を
示
し
、「（
打
消
し
を
伴
っ
て
）
否
定
の
推
測
を
強
調
す
る
語
。」
と
説
明
し
て
い
る
（
な
お
「
推
測
」
は
「
有
・
正
可
・
真
逆
」
で
は
「
推
量
」
と
あ
る
）。
次
に
、
具
体
的
に
「
ま
さ
か
」
の
漢
字
表
記
の
用
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
用
例
が
他
に
見
出
せ
な
い
場
合
は
前
稿
に
あ
げ
た
も
の
も
入
れ
て
あ
る
。
政
ノ
ウ
エ
ル
マ
サ
小
説
伝
奇
の
類
ハ
世
道
人
心
に
害
あ
り
と
申
せ
ど
、
政
か
に
善
を
懲
し
悪
を
勧
む
る
趣
意
に
も
非
ら
ず
（
福
地
桜
痴
「
日
本
文
学
の
不
振
を
嘆
ず
」
―
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
八
年
―
一
八
七
五
・
四
月
二
六
日
）
有
ま
さ
か
ひ
と
お
れ
い
ひ
わ
け
「
さ
う
ぢ
や
ね
え
よ
、
有（
マ
マ
）お
め
え
、
他
人
の
こ
と
俺
だ
つ
て
」
分
疏
し
た
。（
土
・
一
四
）
え
と
ち
う
い
き
や
わ
か
わ
ま
さ
か
お
わ
す
「
お
つ
う
も
大
か
く
な
つ
た
な
、
途
中
で
な
ん
ぞ
行
逢
つ
ち
や
分
ん
ね
え
な
、
そ
ん
だ
が
汝
り
や
有
俺
れ
こ
た
忘
れ
な
か
つ
た
つ
け
な
」（
同
・
一
六
）
き
や
う
で
え
は
な
し
き
く
わ
る
ま
さ
か
じ
ぶ
ん
ほ
か
き
や
う
で
え
か
ま
「
こ
ん
で
同
胞
の
え
ゝ
噺
聞
な
悪
か
ね
え
も
ん
だ
よ
、
有
自
分
ば
か
し
よ
く
つ
て
他
の
同
胞
に
や
管
あ
ね
え
つ
ち
い
も
ん
も
ね
え
か
ん
な
」（
同
・
一
九
）
し
な
う
つ
ぶ
け
ぶ
り
く
さ
い
わ
し
し
ょ
つ
ぱ
あ
ま
さ
か
う
め
お
品
は
俯
伏
し
た
な
り
で
煙
臭
く
な
つ
た
鰯
を
喰
べ
た
。
／
「
ど
う
し
た
塩
辛
か
あ
有
ん
め
え
」
／
「
有
佳
味
え
な
」（
同
・
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二
）
な
ん
ご
ざ
も
き
ぬ
が
は
ゆ
つ
も
り
な
き
ぬ
が
は
ま
さ
が
よ
ぽ
ど
そ
れ
か
ら
何
で
も
蓙
持
つ
て
鬼
怒
川
さ
行
く
積
に
成
つ
た
ん
で
が
す
ね
、
鬼
怒
川
ま
で
は
有 （
マ
マ
）余
つ
程
あ
り
あ
ん
さ
ね
（
同
・
一
〇
）
正
可
そ
の
ふ
ね
と
も
か
た
あ
を
こ
は
た
の
た
ま
ご
と
あ
を
は
た
ま
さ
か
み
お
ぼ
は
べ
「
シ
テ
其
船
の
船
尾
の
方
に
。
青
き
小
旗
を
見
ざ
り
し
か
。」
／
「
命
ふ
如
く
青
旗
を
ば
。
正
可
に
看
た
り
と
覚
え
侍
る
。」（
坪
内
逍
遙
訳
、
慨
世
士
伝
・
初
篇
一
套
）
わ
ぎ
み
ま
さ
か
こ
れ
こ
ろ
ん
な
ど
の
み
う
ち
さ
い
ふ
和
君
は
正
可
に
是
。
古
論
那
殿
の
御
内
な
ら
め
。（
同
、
二
套
）
り
え
ん
じ
い
を
さ
な
と
き
ち
ゝ
わ
う
し
や
し
そ
ん
ま
さ
か
き
ゝ
つ
ね
わ
す
莉
莚
児
も
幼
き
時
よ
り
。
父
は
王
者
の
子
孫
な
り
。
と
正
可
に
聞
て
常
に
忘
れ
ず
（
同
、
四
套
）
わ
ど
の
ゐ
げ
ふ
せ
い
こ
う
で
ん
か
か
な
ふ
ぎ
よ
か
ん
ま
さ
か
ほ
し
よ
う
和
殿
の
偉
業
成
功
せ
ば
。
殿
下
の
嘉
納
御
感
あ
る
を
。
正
可
に
保
證
な
す
べ
き
な
り
。（
同
、
四
套
）
ま
さ
か
こ
の
ゑ
わ
が
く
に
じ
い
う
む
な
こ
と
ぜ
い
お
も
あ
ん
し
な
ぞ
正
可
に
此
絵
は
我
国
に
。
自
由
空
し
と
い
ふ
事
と
。
税
の
重
し
と
い
ふ
事
を
ば
。
暗
に
知
ら
す
る
謎
な
る
べ
し
。（
同
、
六
套
）
わ
が
と
も
が
ら
く
わ
う
た
う
し
ん
し
ん
め
い
お
う
ご
あ
ふ
も
の
ま
さ
か
た
ふ
と
お
ほ
ん
か
み
あ
や
か
し
こ
え
う
ご
う
我
輩
は
荒
唐
な
る
。
信
じ
が
た
か
る
神
明
の
。
応
護
を
仰
げ
る
者
に
あ
ら
ず
。
正
可
に
尊
き
真
神
の
。
綾
に
賢
き
擁
護
を
受
け
。
は
た
ま
た
か
し
こ
し
ん
り
ょ
ほ
う
こ
れ
も
の
将
又
賢
き
神
慮
を
奉
じ
て
。
は
じ
め
て
之
を
な
す
者
な
り
。（
同
、
七
套
）
た
よ
り
ま
さ
か
彼
の
幽
玄
な
る
仏
道
を
も
窺
ひ
見
る
べ
き
便
機
と
な
る
一
種
深
妙
不
可
思
議
な
る
脚
色
の
、
別
存
在
す
る
こ
と
を
正
可
に
穿
鑿
な
す
を
得
べ
し
。（
小
説
神
髄
、
上
・
小
説
の
変
遷
）
さ
ゝ
ゆ
き
ま
さ
か
「
笹
の
雪
ぢ
や
ア
な
い
か
ネ
／
「
正
可
（
浮
雲
・
一
編
六
回
）
ま
さ
か
う
れ
し
あ
ん
か
ほ
「
ナ
ニ
正
可
嬉
敷
い
と
も
云
へ
な
い
も
ん
だ
か
ら
そ
れ
で
彼
様
な
貌
を
し
て
ゐ
る
の
サ
（
同
・
二
編
一
〇
回
）
あ
ん
な
ゆ
ふ
べ
ま
さ
か
ふ
ら
ち
し
彼
様
に
昨
夜
の
や
う
に
遠
慮
の
無
い
事
を
お
言
ひ
で
な
い
よ
、
ソ
リ
ヤ
お
前
の
事
だ
か
ら
正
可
そ
ん
な
…
…
不
埒
な
ん
ぞ
は
お
為
ぢ
や
有
る
ま
い
け
れ
ど
も
（
同
・
二
編
一
二
回
）
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は
な
し
な
さ
け
こ
と
ば
さ
し
つ
け
か
は
さ
だ
こ
う
ば
ん
じ
の
み
こ
ま
さ
か
ま
ち
が
ひ
し
ん
み
り
と
の
情
話
も
せ
ず
、
情
ら
し
い
言
葉
一
つ
、
当
面
に
は
交
さ
ゞ
れ
ど
、
定
公
万
事
を
飲
込
み
た
れ
ば
、
正
可
に
間
違
の
わ
け
あ
ら
う
訳
な
し
。（
広
津
柳
浪
、
変
目
伝
・
六
）
れ
つ
き
よ
こ
ど
り
ま
さ
か
歴
と
し
た
奥
様
の
あ
る
旦
那
様
を
横
奪
す
る
様
な
そ
ん
な
筋
道
の
違
つ
た
事
は
正
可
に
遊
ば
す
ま
い
と
存
じ
ま
す
ワ
。（
内
田
魯
庵
、
く
れ
の
廿
八
日
・
二
）
ま
さ
か
ア
ン
ビ
シ
ヨ
ン
し
よ
て
正
可
に
功
名
心
の
為
め
と
初
手
か
ら
意
識
な
す
ツ
た
わ
け
ぢ
や
ア
な
く
て
、
能
く
い
ふ
魔
が
さ
し
た
ン
で
せ
う
。（
同
・
五
）
を
ん
な
ひ
と
り
ど
こ
ど
う
こ
ろ
ま
さ
か
ひ
ぼ
し
あ
り
女
一
人
く
ら
ゐ
、
何
処
へ
如
何
転
が
つ
た
つ
て
、
正
可
日
干
に
な
る
や
う
な
こ
と
は
有
や
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
。（
徳
田
秋
声
、
新
世
帯
・
三
二
）
真
逆ま
さ
か
ゆ
や
あ
真
逆
湯
屋
で
も
有
り
ま
す
ま
い
ね
。（
河
竹
黙
阿
弥
、
島
鵆
月
白
浪
・
三
幕
）
さ
す
が
ぬ
い
た
の
み
ま
さ
か
く
ゝ
流
石
に
酸
い
も
甘
い
も
知
り
抜
た
る
座
主
が
事
を
分
け
た
る
頼
な
れ
ば
、
乙
女
も
真
逆
に
木
で
鼻
を
括
つ
た
様
な
る
挨
拶
も
出
来
ず
（
福
地
桜
痴
、
も
し
や
草
紙
・
四
九
回
）
ど
う
を
ん
な
き
ん
せ
き
ま
さ
か
が
う
か
ん
何
し
て
も
婦
の
心
が
金
石
よ
り
も
堅
い
と
来
ち
や
ア
、
真
逆
に
強
姦
も
出
来
め
へ
だ
ら
う
シ
（
緑
簔
談
、
前
編
一
三
回
）
こ
げ
め
し
ひ
ね
あ
ん
ば
い
ま
さ
か
け
う
き
う
つ
と
焦
た
る
飯
、
枯
た
る
沢
庵
を
塩
梅
し
て
彼
等
の
真
逆
に
向
つ
て
供
給
す
る
事
を
努
め
た
り
し
が
（
松
原
岩
五
郎
、
最
暗
黒
の
東
京
・
九
貧
民
倶
楽
部
）
せ
い
め
い
に
ん
げ
ん
こ
ゝ
ま
た
し
や
う
ひ
ん
ま
さ
か
し
ち
を
生
命
あ
る
人
間
も
茲
に
至
つ
て
亦
一
種
の
商
品
と
な
る
、
然
れ
ど
も
真
逆
に
是
を
質
と
し
て
は
、
置
く
人
も
な
か
る
べ
し
。（
同
・
一
二
融
通
）
か
え
い
さ
う
あ
の
か
み
あ
ん
な
か
あ
い
か
ほ
ま
さ
か
そ
ん
な
い
ろ
を
と
こ
な
ん
せ
け
ん
可
愛
想
に
彼
お
神
さ
ん
が
、
彼
様
可
愛
ら
し
い
顔
を
し
て
え
て
、
真
逆
に
其
様
…
…
。
情
夫
が
あ
る
の
何
の
ツ
て
、
世
間
ぢ
や
い
ア
云
つ
て
る
ん
だ
が
（
広
津
柳
浪
、
黒
蜴
・
四
）
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お
ほ
ふ
ろ
し
き
ひ
ろ
ゐ
ま
さ
か
と
き
い
つ
に
げ
だ
大
風
呂
敷
ば
ツ
か
し
広
げ
て
居
て
、
真
逆
の
時
に
な
る
と
、
何
時
で
も
逃
出
し
て
（
同
、
今
戸
心
中
・
七
）
に
い
め
つ
ま
さ
か
よ
ツ
つ
こ
と
ま
を
と
こ
お
兄
さ
ん
に
見
付
か
つ
た
つ
て
、
真
逆
に
四
片
に
さ
れ
る
事
も
な
け
り
や
、
姦
通
に
も
落
ち
ま
い
ぢ
や
ア
な
い
か
ね
。（
同
、
河
内
屋
・
一
二
）
ま
さ
か
ひ
と
み
針
は
真
逆
の
用
意
に
、
中
々
瞳
の
中
に
は
出
て
来
な
い
。（
虞
美
人
草
・
六
）
ま
さ
か
か
た
だ
つ
て
、
真
逆
運
動
会
の
計
測
掛
に
な
つ
て
得
意
に
な
る
様
な
方
で
も
な
い
で
せ
う
。（
三
四
郎
・
六
）
あ
な
た
お
ぢ
い
ま
さ
か
お
ぢ
こ
た
「
…（
略
）…
今
ぢ
や
貴
方
よ
り
御
爺
さ
ん
し
て
ゐ
ま
す
よ
」
と
云
ふ
。「
真
逆
」
と
叔
父
が
又
答
へ
る
。（
門
・
四
）
ま
さ
か
き
き
津
田
は
相
手
の
観
察
が
真
逆
是
程
皮
肉
な
点
迄
切
り
込
ん
で
来
て
ゐ
や
う
と
は
思
は
な
か
つ
た
。（
明
暗
・
一
三
六
）
相
当
に
身
分
の
あ
る
方
々
は
、
真
逆
に
町
の
銭
湯
へ
も
行
か
れ
ま
い
。（
岡
本
綺
堂
、
新
浮
世
風
呂
）
ふ
と
こ
ろ
い
だ
ま
さ
か
さ
う
い
ふ
時
、
彼
は
子
供
の
や
う
に
お
栄
の
懐
に
抱
か
れ
た
い
や
う
な
気
に
な
る
の
だ
が
、
真
逆
に
そ
れ
は
出
来
な
か
つ
た
。（
暗
夜
行
路
、
後
篇
四
・
八
）
真
処マ
サ
カ
真
処
ニ
孔
孟
程
ノ
人
ガ
左
様
ナ
蔽
ハ
ア
リ
ソ
モ
ナ
イ
事
デ
ゴ
ザ
ル
ガ
（
西
周
、
百
一
新
論
・
上
）
真
箇
お
と
つ
ま
さ
か
か
う
家
爺
さ
ん
、
そ
ん
な
に
云
て
も
、
真
箇
口
で
い
ふ
や
う
は
書
け
ぬ
も
の
だ
（
松
田
敏
足
、
文
明
田
舎
問
答
・
初
篇
学
校
）
要
緊か
や
つ
ら
た
は
こ
と
ま
さ
か
を
り
や
つ
ぱ
ら
彼
奴
等
酒
に
う
か
さ
れ
て
よ
う
な
き
讒
語
を
吐
け
ど
も
、
要
緊
の
折
の
用
に
た
つ
べ
き
奴
原
な
ら
ず
（
坪
内
逍
遙
訳
、
春
風
情
話
・
壱
篇
壱
套
）
豈
16
ま
さ
わ
し
あ
ら
は
と
ひ
か
ぐ
づ
大
方
権
一
郎
の
事
は
内
々
聴
く
積
り
で
来
た
の
だ
ら
う
が
、
豈
か
に
私
の
前
で
ハ
顕
に
も
問
難
ね
て
、
夫
れ
で
躊
躇
し
て
居
た
の
だ
ら
う
（
緑
簔
談
・
続
五
回
）
こ
ま
や
か
す
を
か
ん
が
ほ
か
ま
さ
か
あ
の
ひ
と
あ
い
を
か
ん
が
そ
れ
が
濃
で
な
い
と
為
れ
ば
、
愛
し
て
居
ら
ん
と
考
へ
る
よ
り
外
は
無
い
。
豈
に
彼
人
が
愛
し
て
居
ら
ん
と
は
考
へ
ら
れ
ん
（
金
色
夜
叉
・
前
編
六
章
）
ま
さ
高
等
学
校
時
代
の
事
を
思
ふ
と
、
そ
れ
は
十
人
十
色
で
色
々
だ
つ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
豈
か
に
今
の
や
う
に
恥
を
知
ら
な
い
者
は
一
人
も
無
か
つ
た
。（
小
栗
風
葉
、
青
春
・
秋
之
巻
九
）
ま
さ
か
肉
慾
上
の
些
々
た
る
快
楽
や
満
足
が
、
豈
に
恋
の
希
望
な
り
目
的
な
り
で
は
有
る
ま
い
（
同
、
秋
之
巻
一
二
）
ま
さ
な
ぐ
さ
み
も
の
豈
か
貴
方
を
一
時
の
弄
物
に
為
や
う
な
ん
て
、
那
様
憎
む
べ
き
了
簡
で
は
決
し
て
無
か
つ
た
ん
で
す
か
ら
（
同
、
秋
之
巻
一
三
）
豈
夫
ひ
さ
し
ぶ
り
ま
さ
か
て
か
へ
久
振
ぢ
や
、
豈
夫
手
ぶ
ら
で
帰
ら
れ
も
し
ね
え
。（
徳
田
秋
声
、
新
世
帯
・
一
二
）
ま
さ
か
あ
な
た
ひ
と
り
ひ
ぼ
し
こ
と
豈
夫
貴
女
一
人
く
ら
ゐ
日
干
に
す
る
や
う
な
事
は
し
や
し
な
い
。（
同
、
一
九
）
さ
い
は
た
ら
べ
ん
こ
う
つ
ま
さ
か
し
才
は
働
く
し
、
弁
口
も
あ
る
し
、
附
い
て
ゐ
れ
ば
、
豈
夫
の
め
つ
て
死
ぬ
や
う
な
こ
と
も
あ
る
ま
い
け
れ
ど
（
同
、
二
二
）
近
現
代
文
学
に
見
ら
れ
る
「
ま
さ
か
」
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
や
傾
向
を
云
々
す
る
に
は
提
示
で
き
る
整
理
し
た
資
料
が
あ
ま
り
に
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
結
論
め
い
た
こ
と
を
断
ず
る
な
ど
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
あ
え
て
印
象
を
も
含
め
、
一
、
二
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ま
さ
か
「
正
可
」
の
、
坪
内
逍
遙
訳
『
慨
世
士
伝
』（
明
治
一
八
年
―
一
八
八
五
）
に
見
ら
れ
る
「
正
可
に
」
は
馬
琴
が
読
本
で
多
用
し
て
い
る
用
法
に
つ
な
が
る
こ
と
が
注
意
を
引
く（『
小
説
神
髄
』
の
例
も
同
様
）。
こ
れ
は
明
ら
か
に
馬
琴
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
（
５
）
。
同
じ
く
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ま
さ
か
逍
遙
訳
『
春
風
情
話
』（
明
治
一
三
年
）
の
「
要
緊
（
の
折
）」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
長
塚
節
の
『
土
』
に
見
ら
れ
る
「
有
」
は
、「
さ
す
が
」
の
用
字
と
し
て
な
じ
ん
だ
者
か
ら
す
る
と
多
少
の
違
和
感
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
長
塚
節
の
他
作
品
、
さ
ら
に
他
作
家
の
作
品
に
も
及
ぶ
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
小
型
・
中
型
の
国
語
辞
典
の
中
に
は「『
真
逆
』
と
も
書
く
」
と
注
記
す
る
も
の
が
あ
る
が
、「
真
逆
」
以
外
の
用
字
を
排
除
す
る
理
由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
用
字
（
漢
字
表
記
）
の
問
題
も
語
ご
と
の
リ
ス
ト
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
同
一
人
で
も
自
筆
原
稿
や
初
め
の
掲
載
媒
体
（
雑
誌
、
新
聞
）
の
段
階
か
ら
、
単
行
本
、
叢
書
や
全
集
に
収
め
ら
れ
た
場
合
、
さ
ら
に
文
庫
本
化
の
段
階
な
ど
改
変
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
異
同
の
扱
い
に
も
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
七
「
ま
さ
か
」
が
副
詞
の
用
法
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
用
例
が
多
く
、
草
双
紙
、
洒
落
本
、
人
情
本
な
ど
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
江
戸
時
代
も
中
後
期
に
な
っ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
前
稿
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
ま
さ
か
」「
ま
さ
か
に
」
の
表
記
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
漢
字
を
と
も
な
う
こ
と
が
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
稿
の
用
例
不
足
を
補
う
意
味
も
あ
り
、
黄
表
紙
や
合
巻
な
ど
の
草
双
紙
の
例
を
山
東
京
伝
の
作
品
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
依
拠
し
た
山
東
京
伝
全
集
（
６
）
の
本
文
の
表
記
体
裁
は
、
振
り
仮
名
の
付
い
て
い
る
漢
字
は
原
文
に
な
い
も
の
で
校
訂
者
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ば
し
と
ゞ
く
ふ
う
こ
ん
に
や
く
じ
ま
し
ま
い
や
ゑ
ど
の
は
る
い
ち
や
ま
さ
か
土
橋
・
中
町
ま
で
は
手
が
届
か
ず
、
や
う
工
夫
し
て
、
蒟
蒻
島
を
仕
舞
に
遣
る
。（
江
戸
春
一
夜
千
両
・
上
、
天
明
六
年
―
一
七
八
六
刊
）
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ゑ
ん
し
た
で
ゑ
か
き
か
め
い
ぶ
つ
う
め
が
ゑ
で
ん
ぶ
ま
さ
か
縁
の
下
か
ら
も
出
ら
れ
ね
へ
か
ら
、
画
工
も
せ
う
こ
と
な
し
に
、
か
ふ
画
い
た
も
の
よ
（
梅
枝
伝
賦
・
上
、
天
明
七
年
刊
）
と
き
す
け
た
の
あ
と
ひ
か
た
き
う
ち
あ
と
の
ま
つ
り
こ
の
女
郎
こ
そ
ま
さ
か
の
時
は
助
太
刀
を
頼
み
て
も
、
後
へ
は
引
か
ぬ
女
郎
な
る
べ
し
と
思
ひ
（
復
讐
後
祭
祀
・
下
、
天
明
八
年
刊
）
あ
け
く
け
ん
じ
ゆ
つ
ぐ
ん
が
く
こ
ゝ
ろ
と
き
き
み
ご
ば
ぜ
ん
う
ち
じ
明
暮
れ
剣
術
軍
学
に
の
み
心
を
ゆ
だ
ね
、
ま
さ
か
の
時
は
君
の
御
馬
前
で
い
さ
ぎ
よ
く
打
死
に
せ
ん
も
の
を
と
（
富
士
之
人
穴
見
物
・
上
、
天
明
八
年
刊
）
と
き
う
あ
ね
こ
と
か
う
め
の
よ
し
べ
い
む
ら
さ
き
づ
き
ん
ま
さ
か
の
時
は
、
あ
の
刀
を
売
つ
て
な
り
と
、
姉
に
事
は
欠
か
さ
ぬ
（
梅
由
兵
衛
紫
頭
巾
・
前
編
中
、
文
化
八
年
―
一
八
一
一
刊
）
と
き
か
ね
ち
ど
り
め
い
さ
く
し
よ
ぢ
か
ね
き
づ
か
つ
ゞ
れ
ま
さ
か
の
時
は
金
に
な
る
千
鳥
丸
と
い
ふ
名
作
を
所
持
す
れ
ば
、
金
の
こ
と
に
は
気
遣
ひ
な
し
（
娘
景
清
襤
褸
振
袖
・
後
編
上
、
文
化
八
年
刊
）
こ
の
よ
う
に
「
ま
さ
か
」
は
い
ず
れ
も
仮
名
書
き
で
、
校
訂
者
は
こ
れ
に
は
漢
字
を
当
て
て
い
な
い
。
草
双
紙
に
く
ら
べ
て
人
情
本
な
ど
に
な
る
と
表
記
は
文
章
全
体
に
わ
た
っ
て
漢
字
が
い
ち
じ
る
し
く
多
く
な
る
。
し
か
し
、『
春
色
梅
児
誉
美
』『
春
色
辰
巳
園
』
に
見
ら
れ
る
「
ま
さ
か
」
は
、
ほ
ん
に
ナ
ア
、
し
か
し
ま
さ
か
に
そ
う
も
な
る
め
へ
（
梅
児
誉
美
・
後
編
五
）
こ
の
ご
ろ
と
う
あ
し
と
ふ
た
よ
ま
さ
か
、
そ
う
と
は
思
つ
て
も
、
此
頃
さ
つ
ぱ
り
藤
さ
ん
の
足
は
遠
し
、
便
り
は
な
し
（
同
・
後
編
六
）
と
き
よ
う
じ
ん
う
け
と
つ
に
ま
い
せ
う
も
ん
ま
さ
か
の
時
の
用
心
に
受
取
て
あ
る
二
枚
の
證
文
（
同
・
後
編
六
）
も
と
い
ま
と
く
し
ん
お
も
て
む
き
お
や
こ
と
き
か
ゝ
ほ
う
こ
う
に
ん
元
は
と
も
か
く
も
、
今
じ
や
ア
た
が
ひ
に
得
心
づ
く
で
、
表
向
は
親
子
、
ま
さ
か
の
時
は
抱
へ
の
奉
公
人
（
同
・
三
編
八
）
お
れ
の
ぼ
せ
そ
う
い
は
れ
る
と
、
己
ば
つ
か
り
惚
込
て
ゐ
る
や
う
だ
が
、
ま
さ
か
そ
う
で
も
ね
へ
ヨ
（
辰
巳
園
・
後
編
四
）
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そ
つ
ち
を
か
づ
り
し
ほ
ま
ち
ま
さ
か
其
方
が
陸
釣
の
汐
待
と
い
ふ
ひ
ま
も
あ
る
め
へ
（
同
・
後
編
六
）
わ
た
し
や
す
け
き
ら
ま
さ
か
私
ど
も
の
ち
よ
い
と
休
む
に
も
、
毛
な
み
を
嫌
ふ
わ
け
は
な
い
が
（
同
・
後
編
六
）
て
よ
し
あ
し
こ
う
ま
さ
か
手
め
へ
の
善
悪
を
知
ら
ず
に
く
ら
す
、
幸
さ
ん
だ
と
お
も
ふ
か
（
同
・
後
編
六
）こ
い
の
そ
め
わ
け
の
よ
う
に
仮
名
書
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
年
代
が
降
っ
て
も
、
例
え
ば
山
々
亭
有
人
の
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』（
万
延
元
年
―
一
八
六
〇
〜
慶
応
元
年
―
一
八
六
五
刊
）
に
み
と
め
ら
れ
る
「
ま
さ
か
」
は
一
〇
例
中
九
例
が
仮
名
表
記
で
あ
る
（
７
）
。
『
春
色
梅
児
誉
美
』『
春
色
辰
巳
園
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
天
保
三
年
―
一
八
三
二
〜
天
保
四
年
、
天
保
四
年
〜
六
年
で
あ
る
。
こ
の
、
天
保
三
年
〜
六
年
は
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
や
『
開
巻
驚
奇

客
伝
』
に
お
い
て
「
正
可
に
」
が
み
と
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
草
双
紙
や
人
情
本
な
ど
に
現
れ
る
「
ま
さ
か
」「
ま
さ
か
に
」
は
仮
名
書
き
で
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
８
）
。
な
お
、『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
の
漢
字
表
記
の
一
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
さ
か
さ
き
ゆ
き
さ
う
さ
う
わ
け
い
き
悪
策
先
方
へ
往
早
々
。
左
様
い
ふ
訳
に
も
往
ま
す
ま
い
し
（
五
編
）
今
後
と
も
広
く
用
例
の
調
査
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
段
階
で
も
馬
琴
の
読
本
（
特
に
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』『
開
巻
驚
奇

客
伝
』『
新
局
玉
石
童
子
訓
』）
に
見
ら
れ
る
「
ま
さ
か
に
」
の
意
味
・
用
法
と
漢
字
表
記
、
そ
れ
に
「
ま
さ
か
」
の
漢
字
表
記
が
特
徴
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
）
注
（
１
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
８７
（
岩
波
書
店
）
に
所
収
。
（
２
）
『
唐
話
辞
書
類
集
』
十
五
集
に
所
収
。
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（
３
）
『
唐
話
辞
書
類
集
』
三
集
に
所
収
。
（
４
）
注
（
２
）
に
同
じ
。
（
５
）
逍
遙
の
馬
琴
に
対
す
る
傾
倒
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
に
恰
好
な
彼
自
身
の
著
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
逍
遙
選
集
』
第
十
二
巻
所
収
の
「
曲
亭
馬
琴
」
で
あ
る
。
一
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。
私
が
初
め
て
彼
れ
に
結
縁
し
た
の
は
、
た
し
か
九
歳
の
時
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
す
な
は
ち
、
ま
だ
生
れ
故
郷
の
美
濃
の
太
田
に
ゐ
た
時
の
事
で
あ
る
。
宅
に
、
仮
名
垣
魯
文
が
、『
八
犬
伝
』
の
最
も
俗
受
の
す
る
部
分
だ
け
を
、
中
本
仕
立
二
十
冊
ば
か
り
に
し
て
、
芳
幾
の
挿
絵
か
何
か
で
、
形
容
や
理
窟
や
無
駄
を
省
い
て
、
解
り
易
く
書
縮
め
た
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
の
が
初
め
で
、
馬
琴
が
好
き
に
な
り
、
十
一
歳
以
後
、
名
古
屋
に
定
住
し
て
後
は
、
貸
本
屋
大
惣
に
日
参
し
て
、
他
の
碌
で
も
な
い
戯
作
類
を
濫
読
し
た
と
同
時
に
、
そ
こ
に
在
つ
た
あ
さ
限
り
の
馬
琴
の
作
を
漁
つ
て
読
ん
だ
。
さ
う
し
て
、
何
故
と
も
な
く
、
何
を
目
的
と
も
な
く
、
只
む
や
み
に
馬
琴
に
心
酔
し
て
ゐ
た
。
お
く
て
さ
う
し
て
其
心
酔
、
其
惑
溺
は
、
十
八
歳
の
上
京
間
際
ま
で
も
続
い
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
、
私
の
晩
手
さ
加
減
と
い
ふ
と
聞
え
が
よ
い
が
、
低
能
さ
加
減
が
思
ひ
や
ら
れ
る
。
馬
琴
の
あ
の
機
械
的
な
、
あ
ほ
だ
ら
め
い
た
七
五
調
の
マ
ン（
マ
マ
）
ナ
リ
ズ
ム
や
あ
の
牽
強
付
会
な
併
し
な
が
ら
如
何
に
も
豊
富
な
、
講
釈
沢
山
の
、
物
体
ぶ
つ
た
脚
色
や
に
惑
溺
し
切
つ
て
ゐ
た
私
は
、
彼
れ
以
外
の
戯
作
を
支
那
料
理
の
後
の
、
昔
の
京
都
料
理
の
や
う
に
水
つ
ぽ
く
、
又
は
全
く
の
田
舎
料
理
の
や
う
に
只
わ
る
甘
く
若
し
く
は
只
塩
か
ら
く
思
つ
た
。
名
古
屋
に
ゐ
た
間
は
、
私
が
彼
の
西
鶴
や
近
松
や
浄
瑠
璃
し
ま
本
や
八
文
字
屋
物
や
黄
表
紙
や
蒟
蒻
を
、
或
ひ
は
ま
る
で
見
ず
、
或
ひ
は
ほ
ん
の
纔
か
に
覗
い
て
見
た
位
ゐ
で
、
閑
却
し
て
了
つ
て
ゐ
た
の
は
、
無
論
、
私
の
鑑
賞
力
が
遅
鈍
で
あ
つ
た
が
為
で
も
あ
つ
た
が
、
一
つ
は
馬
琴
心
酔
病
が
、
深
く
膏
肓
に
入
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
馬
琴
崇
拝
は
逍
遙
の
著
述
の
文
辞
に
反
映
し
な
い
わ
け
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
一
、
二
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
た
み
す
ぐ
ば
う
と
よ
わ
た
み
ひ
と
く
ば
う
と
つ
よ
民
直
な
れ
ば
暴
徒
弱
く
。
民
悲
徳
な
れ
ば
暴
徒
強
か
り
。（
慨
世
士
伝
・
初
編
三
套
）
よ
ね
つ
は
ら
か
は
か
ぜ
そ
よ
く
さ
ば
か
げ
な
む
し
ね
た
か
余
熱
を
払
ふ
河
風
に
。
戦
ぐ
草
葉
の
陰
に
鳴
く
。
虫
の
音
の
み
ぞ
い
と
高
か
る
。（
同
・
一
套
）
奇
異
譚
に
ま
れ
フ
ヘ
イ
ブ
ル
に
ま
れ
、
あ
ま
り
に
単
樸
浅
近
に
て
興
味
う
す
か
る
も
の
な
ん
ど
は
（
小
説
神
髄
、
上
・
小
説
の
変
遷
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
形
容
詞
補
助
（
カ
リ
）
活
用
の
本
活
用
化
用
法
、
そ
れ
に
、
ゆ
ふ
ば
え
あ
か
か
ほ
い
か
り
あ
ら
夕
栄
な
ら
で
赤
や
か
な
る
。
面
に
怒
を
顕
は
し
て
。（
慨
世
士
伝
・
初
編
二
套
）
ま
ち
せ
ま
や
か
く
う
き
き
た
な
げ
い
か
に
街
の
狭
隘
な
る
、
空
気
の
不
潔
な
る
（
当
世
書
生
気
質
・
一
一
回
）
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の
よ
う
に
形
容
詞
語
幹
に
接
尾
語
「
や
か
」
の
付
い
た
新
た
な
ヤ
カ
型
形
容
動
詞
な
ど
も
馬
琴
の
読
本
の
影
響
で
あ
ろ
う
（
拙
著
『
近
世
文
語
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
）。
馬
琴
熱
が
冷
め
て
か
ら
で
も
染
み
込
ん
だ
馬
琴
臭
は
そ
う
簡
単
に
は
抜
き
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
（
６
）
山
東
京
傳
全
集
編
集
委
員
会
編
（
編
者
代
表
水
野
稔
）
に
よ
る
ぺ
り
か
ん
社
発
行
の
も
の
で
、
一
巻
の
黄
表
紙
１
・
九
巻
の
合
巻
４
。
（
７
）
浅
川
哲
也
氏
（
首
都
大
学
東
京
准
教
授
）
の
御
教
示
に
よ
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
ま
さ
か
そ
ほ
ど
（
８
）
前
稿
（
８４
ペ
ー
ジ
）
に
あ
げ
た
『
契
情
肝
粒
志
』
の
用
例
「
万
一
夫
ら
程
の
こ
と
で
も
あ
る
め
え
」（
四
篇
中
）
は
人
情
本
刊
行
会
叢
書
所
収
の
ま
さ
か
本
文
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
の
本
文
に
は
問
題
の
あ
る
こ
と
が
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。「
万
一
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
板
本
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
他
日
を
期
し
た
い
。
第
六
章
に
あ
げ
た
作
品
の
底
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
新
世
帯
』（『
秋
声
全
集
』
第
七
巻
臨
川
書
店
）
『
暗
夜
行
路
』（『
志
賀
直
哉
集
』
日
本
近
代
文
学
大
系
３１
角
川
書
店
）
『
今
戸
心
中
』（『
定
本
広
津
柳
浪
作
品
集
』
上
巻
冬
夏
書
房
）
『
浮
雲
』（『
坪
内
逍
遙
二
葉
亭
四
迷
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
篇
１８
岩
波
書
店
）
『
懐
往
事
談
』（『
福
地
桜
痴
集
』
明
治
文
学
全
集
１１
筑
摩
書
房
）
『
慨
世
士
伝
』（『
逍
遙
選
集
』
別
冊
第
二
第
一
書
房
〈
復
刻
〉）
『
河
内
屋
』（『
定
本
広
津
柳
浪
作
品
集
』
上
巻
冬
夏
書
房
）
『
虞
美
人
草
』（『
漱
石
全
集
』
第
四
巻
―
一
九
九
四
年
発
行
岩
波
書
店
）
『
く
れ
の
廿
八
日
』（『
内
田
魯
庵
集
』
明
治
文
学
全
集
２４
筑
摩
書
房
）
『
黒
蜴
』（『
定
本
広
津
柳
浪
作
品
集
』
上
巻
冬
夏
書
房
）
『
金
色
夜
叉
』（『
尾
崎
紅
葉
集
』
日
本
近
代
文
学
大
系
５
角
川
書
店
）
『
最
暗
黒
の
東
京
』（『
明
治
名
作
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
篇
３０
岩
波
書
店
）
『
三
四
郎
』（『
漱
石
全
集
』
第
五
巻
―
一
九
九
四
年
発
行
岩
波
書
店
）
『
島
鵆
月
白
浪
』（『
河
竹
黙
阿
弥
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
篇
８
岩
波
書
店
）
『
春
風
情
話
』（『
坪
内
逍
遙
二
葉
亭
四
迷
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
篇
１８
岩
波
書
店
）
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『
小
説
神
髄
』（『
坪
内
逍
遙
集
』
日
本
近
代
文
学
大
系
３
角
川
書
店
）
「
新
浮
世
風
呂
」（『
綺
堂
随
筆
江
戸
の
こ
と
ば
』
河
出
書
房
新
社
）
『
青
春
』（『
山
田
美
妙
・
広
津
柳
浪
・
川
上
眉
山
・
小
栗
風
葉
集
』
日
本
現
代
文
学
全
集
１１
講
談
社
）
『
土
』（『
長
塚
節
全
集
』
第
一
巻
春
陽
堂
書
店
）
「
日
本
文
学
の
不
振
を
嘆
ず
」（『
福
地
桜
痴
集
』
明
治
文
学
全
集
１１
筑
摩
書
房
）
『
百
一
新
論
』（『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
明
治
文
学
全
集
３
筑
摩
書
房
）
『
文
明
田
舎
問
答
』（『
明
治
文
化
全
集
』
二
十
四
巻
文
明
開
化
篇
日
本
評
論
社
）
『
変
目
伝
』（『
定
本
広
津
柳
浪
作
品
集
』
上
巻
冬
夏
書
房
）
『
明
暗
』（『
漱
石
全
集
』
第
十
一
巻
―
一
九
九
四
年
発
行
岩
波
書
店
）
『
も
し
や
草
紙
』（『
福
地
桜
痴
集
』
明
治
文
学
全
集
１１
筑
摩
書
房
）
『
門
』（『
漱
石
全
集
』
第
六
巻
―
一
九
九
四
年
発
行
岩
波
書
店
）
『
緑
簔
談
』（『
明
治
政
治
小
説
集

』
明
治
文
学
全
集
５
筑
摩
書
房
）
